
書式第 12号 (法第 28条関係)

令和 5年度 事 業 報 告 書
令和 5年 1月 1日 から 令和 5年 12月 31日 まで

特定非営利活動法人 Hands On Tokyo

1 事業の成果

2020年に発生し世界で大流行した新型コロナも2023年には沈静化に向かいました。日本では2023年 5月 には5類感染症に移伺

に伴い、日常生活も概ねコロナ禍以前の様な生活に戻り始めました。2023年は、コロナ禍の下で爆発的に普及したオンライ|

ン化はその便利な面は利用継続をしながらも、社会では対面での活動や仕事などが復活致しました。Hands m Tokyoでも、|

対面でのポランティアに対する各方面からのニーズが増えるとともに、ポランティア活動への参加希望も大きく増え、結果

的には2023年度のボランティア活動のプログラム件数は対前年度比 170%、 またボランティア数は140% と大幅に伸びまし|

た。また収入面では個人並びに法人など関係先皆様の力強いご支援、ご理解を頂き対前年度比約25%ア ップの増収となりま|

2023年度にHands On Tokyoが 実施した活動の主な内容は次の通りです。                        |

・児童養護施設卒園者はコロナ禍で就職活動が困難だったり収入の大幅減などの状況にありましたが、社会が以前の日|

常に戻りつつある中でも卒園者の置かれている状況は厳しく、卒園者の生活支援として日用品や食糧等の生活物資支|

援活動 (Care Package)対するニーズは引続き強く、ポランティアの協力を得て2023年度も継続して展開しました。 |
。また卒園予定者には、前年度に続いて電機メーカー様のご協力を得て、炊飯器、電子レンジ、クリーナー、テレビな|

どの電気製品を寄贈し新生活スター ト支援を実施しました。また、インターナショナルスクールのご父兄の支援でPq

34台を購入し、東京並びに大阪の児童養護施設卒園者に就職活動や進学での活用のために寄贈し、併せてボランティ|

アによるPC使用指導も行いました。更に、個人の寄附者の支援により、就職活動に必要なリクルートスーツー式 (ネ |

クタイ、くつ、かばん、コート 含む)を 9人の卒園予定者に寄贈しました。                   |
・社会が以前の日常に戻るに従って対面での様々な活動 (ク ラフト製作、英会話、ダンス、クッキング、科学教室など)|

のニーズが大幅に増えて行きました。特に春に行ったサクラプロジェクトは児童養護施設のみならずシニアホームな日

にも、多くのボランティアが参加してクラフトで沢山のサクラの花を作り児童や入居者などと一緒に満開の飾り付け徊

い、大好評を得ました。この他に七夕やハローウィンなどの際にも同様の活動を行い、ポランティアが作るクラフト1劇

次第に手の込んだ質の高いものとなり施設の皆様に大変喜ばれました。また、多くの児童養護施設の清掃や施設の整備

などのポランティア活動を実施致しました。                                   |
。児童養護施設に居住する子ども達の自立支援を目的としたプログラムを、企業の協力を得てボランティアも参加して|

仕事体験、企業訪間、キャリア・セッションなど様々な活動、東京と関西で実施致しました。           |
・財団の助成とボランティアの協力を得て動物と触れ合う機会が少ない児童養護施設の児童のためのプログラムとして|

サファリパークツアーを東京と関西で実施し、様々な動物に間近に接し児童にとって良い経験となりました。    |
・ 12月 に行ったサンタプロジェクトには多くの皆様からご支援を頂き、数力所の児童養護施設の児童にクリスマスプレ|

ゼントを届けることが出来、大変喜ばれました。                               |
・コロナ禍で活動が困難な介護施設、老人ホームなどには、ポランティア作成の季節の飾りなどのクラフトを届けたり、ポ|

ランティアの体操 トレーナーによる体操プログラムを実施いたしましたが、以前の日常に戻るに従って対面での活動が復|

・知的。発達障がい者を対象としたパソコン教室は、前年度に引続き、オンライでの講師の指導とポランティアによる指導

補助でのプログラムを継続致しました。                                    |
。困窮や家庭の事情で孤食を余儀無くされている子どもたちへ食事を提供している子ども食堂支援、また子育て中の生活困|

窮世帯に食糧パッケージを提供するパントリーでのボランティア活動を開始し、多くのポランティアの理解と参加支援を|

得ました。
・障がい者の自立支援を目的としたLife Skillプ ロジェクでは、昨年度に続いて個々人のスキルアップのためのオリエン

テーション、履歴書の書き方、面接訓練、自身のキャリア整理のメンタルコーチングや英語指導などを専門家の他にボラ
ンティアの支援も受けて実施し、障がい者の就業機会の増大へ向けた継続的な活動を行いました。
・インクルーシブな社会、そして障がい者と健常者の共生を目指すLIVESプ ロジェクトでは、通年でおこなわれる3つ
のプロジェクト (アー ト、テクノロジー (支援技術)、 キッチンカー )を継続。また9月 に実施した LIVES TOKYOの
イベントは、会場来場参加者735人 (オンライン視聴回数1120回 )を得て、インクルーシブな社会に向けて引続き発
信することができました。
・2019年からLIVESプ ロジェクトの一環として障がい者の仕事経験の場として運用を開始したキッチンカーを、多くの

皆様のご支援を得て車輌を新たに更新し、9月 から DE洲 &DELUCAを展開する(株 )ウ ェルカムと提携して「LIVES
Kitchen」 として新たにスタートしました。プロのシェフが毎月開発する新たなメニューのランチを多くの皆様に味

わっていただき、インクルーシブな「はたらく」を発信していくことを目指しています。
・高校生、大学生のグループが企画・運営するボランティア活動は、児童養護施設、障がい者インクルージョン、貧困、環

境・エコロジーの問題を取り上げ活発な活動を展開し、9月 には LIVES T()К YOと 同日、同会場で"Social lmovatioFを



テーマにYouth Sunn itを 開催し、予選を通過した17チームがこうした社会課題の解決に向けてのアイデアを発表して競い
ました。
・世界的なテーマである環境問題の現状を知り持続可能な社会作りに向けての活動として、企業、児童養護施設のお子さん
などを含め様々なボランティアの参加により、河川清掃活動や都内各所での路上、公園などのゴミ集めや環境保護ための
植栽、植林などの活動を実施致しました。環寛問題に対するボランティア活動のニーズは高く、今後更に拡大を検討中。
・2022年2月 24日 に始まったロシアによるウクライナ侵攻により海外への避難を余儀なくされたウクライナ避難民の方々
で、港区に仮住まいをしている方を主な対象としたAYⅧOプロジェクトでは、前年度に続いて生活物資の提供、諸手続き
のヘルプ、日本語の勉強などといった支援活動に加え日本文化の理解や体現への支援を行いました。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業

ボランティ
ア・プロジェ

クト企画運営

事業

事業名 事 業 内 容

ども・若者支援活動 :

童養護施設に居住す
たちに社会性を育
ンラインや対面での

や交流 (英語・ダンス・

習サポー ト・ クラフ

リなど)、 生活に困窮
いる若者向けのケア

ッケージの手配など

実 施 日 時 実 施 場 所
従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び

人   数

童養護施設

どに居住する

延べ13,881

事業費の

金額

(千円)

にわたり毎月 区 希望の家、
な活動、ま 川区 品川

、足立区 ク リ

スヴィレッジ、

戸川区 江戸り|

むぎの家、北

星美 ホーム、

区 杉並学園、

布 市 調 布

、練馬区各施
の他各施設、
ンラインなど

延ベ

1,920.人

22,087

スペシャルニーズ活動 :

自立支援や様々な人との

交流を目的 とした活動

(ス ポーツ・ダンス・英

語・パソコン、特別養護

学校などの施設のクリー

ニングなど)

通年にわたり毎月数巨
の継続的な活動、また

は単発的な活動

渋谷区 代々木公

園、港区 愛育学

園,国際交流スペ
ース,港区スポー
ツセンター、新宿

区 新宿NPO協働セ

ンター,東京都盲
人福祉協会,大 田
区 大森第二中学

校、世田谷区 保

健医療福祉総合プ

ラザ , 児童相談
所、葛飾区 葛飾

盲学校,葛飾区総
合スポーツセンタ
ー,水元学び交流
館、文京区 文京

盲学校、大阪市
グランフロント大

阪、尼崎市 百合

学院中学校・高等

学校など

延ベ

1,739人

障がいのある子

どもから大人

延べ 5,814人



ボランティ
ア・プロジェ

クト企画運営

事業

店齢者活動 :高齢者施設

床」用者の皆さんの心身の

健康のためのストレッチ

|や交流活動(オンライン&
1対面)や施設のガーデニン

に野

クリーニングなどの

陣年にわたり毎月数回.の

継続的な活動、また

は単発的な活動

1港区 ありすの社

1特別養護者人ホー

|ム きのこ南麻布,

1麻布慶福苑,北青
1山高齢者在宅サー

ビスセンター,サ
ン・サン赤坂,南
麻布シニアガーデ
ンアリス、日黒区

駒 場 苑 、 自寿

荘、江戸川区 な

ぎさ和楽苑、尼崎

市 ひまわりの家,
園田苑、吹田市

みな と弘済 園

、文京区などの

高齢者他施設や川
ンラインなど  |

延ベ

820人

高齢者施設の居

住者や利用者な

ど

延べ6,424人

その他の活動 :母子生活

支援施設、病気の子ども

とそのご家族のための滞

在施設、子どもから大人

までの障がい・国籍や言

語を越えた地域に根付い

た交流活動、ボランティ
ア活動のためのミーティ
ングなど

通年にわたり週1～ 2回

の継続的な活動、また

は単発的な活動

大阪市 南さくら

園 ,リ アン東さく

ら、全国各地の

ドナル ド・マク

ドナル ド・ハウ
ス、渋谷区 青山

学院高等学校、

オンラインなど

延ベ

416人

母子支援施設や

各施設の居住者

延べ 1,020人

避難民支援活動 :ウ クラ

イナ避難民の方に 日本

語 。英語の学習、文化活

動や自立を目指すための

活動など

通年にわたり週2～7回

の継続的な活動

東京都内各所,オン

ライン
延ベ

496人

ウクライナ避難

民者

延べ 1,115人 4,616

環境活動およびその他a
活動 :山や川、街中のク|

リーニングや森林保全活

など動など、その他のポ

ランティア活動

1/28,3/12,4/9,4/16,4

/21,4/22,5/21,5/27,5

/28,6/2,6/5,6/8,6/9,

6/12,6/13,6/14,

6/15,6/19,6/20,6/21,

6/22,7/2,7/18,7/23,7

/29,8/6,8/24,9/3,9/1

8,9/26,9/27,9/29,10/

1,10/6,10/14,10/17,1

0/20,10/21,10/22,10/

28,10/29,11/5,11/11,

11/16,11/26

荒川、港区、

渋谷区、大阪、

名古屋、 千葉の
各地、オンライン

など

延ベ

1,074人

延べ 9,826人

12,721



ボランティ

ア・プロジェ

クト企画運営

事業、ポラン

ティア精神啓

蒙・普及のた

めの教育事業

LIVS:障がい者と健常者
の共生を形成するイベン

トやそれに関連した活動

7/9,8/17,11/4,11/18,

9/23 LIV“ TOKYO開催

中央区、港区 延べ

107人

延ベ

258人

24,354

LIV諄キッチンカー :障が

い者と健常者の共生を形

成するキッチンカーの運

用

通年にわたり週3～5回

の継続的な活動

西巣鳴、世田谷

区、港区虎ノ門、

新宿区、調布市、

渋谷区など

延ベ

599人

延べ 1,946人

ボランティ

ア・プロジェ

クト企画運営

事業、ボラン

ティア精神啓

豪・普及のた

めの教育事業

並びにポラン

ティア及びボ

ランティア・

リーダー育成

事業

ティーンズプロジェクト

0¨th L呻
"→

:

高校生、大学生グループ

が企画・運営する貧困、

高齢者や障がい者支援、

環境などの問題に関する

ボランティア活動

通年にわたり単発的・

継続的な活動

9/23 Youth Suninlit開

催

渋谷区 代々木公

園,官下公園,神
宮通公園近辺,港
区 六本木,世田谷
区 まもりやま工

房′港区 北青山高

齢者在宅サービス

センター,港区 港
南中学校,オ ンラ
インなど

延ベ

994人

延べ 2,278人

10,425

上記各事業に係る共通活

動 :準備、企画、調整、

報告等の活動

通年 港区等 延ベ

6人

N/A

39,356

(2)その他の事業

事業名 事業内容 実施日時 実施場所
従事者の

人数

事業費の

金額

(千円)

寄附された物品の販

売事業及びイベン ト

の企画運営事業

当法人の活動に関するPR、 当法人に割

附された物品を、会場で参加者に購入

してもらい、また当法人の活動を支援
してもらう為の寄附金募金を行った。

11月 11日 東京アメリカン

クラブ

21人

3,515

４

●



13 28

令和5年 1月 1日 から令和5年 12月 31日 まで

特.定非営利:舌動主去ブ、Hands On Tokyo

1受取寄付金
―  企業 Corporate
―  個人 Individual
―  匿名 Anonymous
―   物品 Donation in kind
受取寄付金計
2受取助成金等
民間助成金

受取助成金等計
3事業収益
預傷う菱

1蟹≧I Sponsor fee
寄付された物品の販売事業

及びイベン トの企画運営事業

収益事業

受取参加費 Participation Fee

事業収益計
4その他収益
受取利′息 Interest lncone

雑1収益 Other Nbn-Operating lncme

雑収益計

経常収益計
Ⅱ 経常費用
1 事業費
(1)人件費

給料手当 Salary E"loyee
法定福利費 Staff随 1負re
人件費計

(2)そ の他経費

外注費 ∝tsourcing

言者融寸蟹≧I Rewards

食1糧 Food Expenses

会議費 Heeting

イベン ト費 EventFee

交際費 Entertainment

旅費交通費 Transportation

通信運搬費 Comunication
事務用品費 Office Supplies

宣伝広告費 陀よeting

飲食費 Dining&Dritting
減価償却費 Depreciation ttpense

水道光熱費 Utilities

支払地代家賃 Office Rent

保険料 Insurance

諸会費 Membership

租税公課 SШdry Tax

寄付金支出 Donation

雑 費  Щ scellaneous

支援物資購入費 Relief Supplies

その他経費計
事業費計
2 管理費
(1)人件費
給料手当
法定福利費
人件費計

(2)そ の他経費
タトとこうキ Outsourcing

科
日

【 その他の事業 合計
特定非営利活動

に 係 る 事 業

90,093,955

20,225,154

1,244,000

2.219.300

113_782.409

1_409_900

1.409.900

1,100,000

2,197,074

252.000

3.549_074

599

154.200

154.799

118.896_182

25,673,508
1_592_474

29.265.982 29.265.982

4,313,000

5.635.000

9_948_000

1.409.900

1,100,000

4,313,000

2,197,074
5_RA7_000

13_497_074

599

154.200

154_799

9.948.000 128.844.182

25,673,508
3_592_474

34,024

31,990

13,287

29,873

2,755,161

66,000

238,493

346,172

25,979,590

2,522,281

1,283,622

498,612

21,030,536

61,743

3,017,393

1,662,861

2,073,696

5,708,627

3,785,771

1,178,256

121,632

4,646,400

S_302_666

３４

２１

２５

４０

‐２

25,979,590

2,456,281

1,283,622

498,612

20,684,364

61,743

2,983,369

1,630,871

2,060,409

5,678,754

1,030,610

1,178,256

121,632

4,646,400

334,878

21,195

25,650

7,240,452

1,074,005

6,321,339

3.515.000 87.808.359

3.515.000 117.074.341

6,321,339

499.697

6_821_036 6.821.036



3.771.771 3.771.771

10.592.80710.592.807

124.152.148 3.515.000 127.667.148

△ 5.255.966 6.433.000 1.177.034

124.152.148 3.515.000 127.667.148

6.433.000 △  6.433.000

1,177,034

70,000

57.173.681
58_280_715

1,177,034

][:::i: ill:i:Iis

:[i:31]:|:::::IIExpense

::::::lil:|:lil:i:|]le

li:;;i」
:涯i錯laneOuS

管理費計
経常費用
慰常増減額Ⅲ劇熟■
Ⅳ馘鯰
V経費
眈[蠍彗覇

13,550

13,400

253,799

60,403

13,

13,

253,

60,

69,

33,

1,161,

5,

1,842,

313,

1,

550

400

0

799

403

0

125

0

0

0

184

600

668

0

447

490

137

968

69,125

33,184

1,161,600

5,668

1,842,447

313,490

1,137



書式第 15号 (法第28条関係)

令和5年度 貸借対照表

令和5年 12月 31日現在

特定非'営禾|」 :沖阜動l法人 Hands On Tokyo

(単位 :円 )

科
曰

【 金 額

I 資産の部

1 流動資産 (Current Assets)
イヽ 日夢l金|(Petty Cash)

普通預金 (Bank Deposit)

未収金  (Other Receivables)

流 動 資 産 合 計

234,834

53,368,956

40,035

53,643,825

2 固定資産 (Fixed Assets)
(1)有形固定資産

車両運搬具 (Vehicles)

ソフトウェア (software)

有形固定資産計

(2)投資その他の資産

男皮1蟹≧|(Security Deposit)

投資その他の資産計

6,426,824

594,000

7,020,824

2,640,000

2,640,000

3 繰延資産 (Deferred Assets)
繰延資産計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計 63 649

Ⅱ 負債の部
1 流動負債 (Current Liabilities)
未払金 (Accounts Payable)

未払法人税等 (Income tax pavable)

流 動 負 債 合 計

4,953,934

70,000

5,023,934

負 債 合 計 023 934

Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

57,173,681

正味財産合計

負債及び正味財産合計

1,107,034



令和5年度  計算書類の注記

壼饉土出畷錮墜人上国郵L&腱

1.重要な会計方針
計算書類の作成は.■行のPO法人会計基■ によっています。

(,〉 口

'1資

産の評●基準及び評価方法

無し

(2)固定贅産の減価■却の方法
定額法・およびm時償却

(8),1当 金の計上基■
・ 退職綸付引当全

春し

・ 引当全

無し

(4)菫設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
■品寄附の受入れは.活動計算■に計上しています。

“

)消費,"の会計処理
税込方式

2.事業別■益の状況

内 客
=I¬

■,方法

科 日

菱ヨ麟t餃・ス

ズ・若者支援

ニーズ・スペ

シャルプロ

ジェクト ウクライナ遷
環贅そのにポ

ランティア・

ポランティ
ア・ノログラ

1.409.

18.222. 5,878,000 ll.745.

2.219,

1.10(1,”
　
Ｄ ７４
　
∞

6.51Q074

599

380 匪Π 國n

2,25Q

4.092.171

田n

7.,30,950

620865

2.670.

335,

7.329.

鴫

4,640,

“

　

　

　

■

”

３４

４３

　

７１

田

”

　

”

877.657

鴫

嗚

潟

９
，
■

２

颯

９４
，
■

l.662.861

5,7“ ,627

3,017,393

l.723,

3.786.

1,342,

313.

771

7.6:5

13. 2.073. 69.126

l.842.447

313.490

Ｚ

町

25.

99.000

1● 527

426.654 21.030,

21.

日罰

7.240.

453 顧n

I 経常収益
1. 受取会,
2 受取キ附金
3. 受取物品寄附
4 受取助成全
5 廊贅全
6 ●美収益
7 その他収益
趣常収益針

Π 経常■月
(1)人件費

給料手当

法定福利麦

福利厚生費

人件■計

(2〕 その他経費

外注費

議鮨金

支払地代家賃

水道光熱費

施設用″価費用

通信運搬費

宣伝広告彙

旅費交通費

会饉癸

飲食費

交際■

事薔用品費

"価
■却費

保嗅将

支払細

“銀行手獣絆

雹●公諷

,|■

ポランティア費

食糧

イベント姜

キ付金支出

議会費

支援勁贅購入費

その他経費計

経常賽月針

当期経常増減額

3.施祓の提供等の場釣サービスの受入の内駅



4 

“

途年が制約された寄附全等の内釈

使途等が制約された寄附全等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は58.280,715円 ですが.そのうち1.123.428円 は.下記のよう|こ使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は57.157.2"円 です.

内葱 口F=コ用 日
「
T"π¬ ヨ1,コ】¬

「
富露,¬ 日 目

児童菱議鮨餃C,,o Lok,8・

児童姜薔施設卒口者への

“

支援

LIVESキ ッチンカー

Youth Summit

κ教童

AYU‖O Propot

サンタプロジェクト

981.643

0

3.0'6,446

7,440,681

69%670

388.000

4,`Ю 8.039

',440.631

338.∝Ю

キッチンカー更新

ククライナを難民支援活動

児童菱護施設等クリスマスプレゼント

合 計

5.固定贅産の増繊内釈

ソフトウェア

キッチンカー

口n 2.640.

”
　
田

∞
　
２５ ●426.824

合 計

6.繰延贅産の増減内訳

科 日

「

E`7¬
『
FマF¬

『

目
‐m

繰延賣産

事灌所社0
合 計

7.僣入金の増繊内訳

が 日 』昔准藩 当翻 善入 当朝板濤 F胃,■¬

合 計

8 ,員及びその近景者との取
=Iの
内容

役員及びその近撃者との取引は以下の通りです。

計算●頭1こ計

「 A‐ ,う稲
内役員及び近

椰オルの取弓|

〈活動計算■)

受取個人書附全

寄付された場品の

販売事業

活動計算,計

(貸借対熙表)

受僣対照表計

20,226.

9.その僣特定非営利活動漱人の資産.負債及び正味財産の状態並びに正味財菫の増減の状況を明らかにするた01こ必要な事項

・ 事業■と管理■の法分方法

各事業の経費および事業費と管理■に共通する経費のうち.給料手当.オフィス■料.光熟費 (ガス料金を除く).通信費.お よびボランティア保険については従事割合に基づき技分

・ その他の事業に係る資産の状況

無し



書式第 17号 (法第 28条関係)

令和 5年度  財産 目録

令和5年 12月 31日 現在

特定非営利活動法人 Hands On Tokyo

(単位 :円 )

科
日

【 金 額

I 資産の部

1 流動資産 (Current Assets)
イヽ口1見

`螢

 (Petty Cash)

普通預金 (Bank Deposit)

未収金 (Other Receivables)

流 動 資 産 合 計

2 固定資産 (Fixed Assets)
(1)有形固定資産

車両運搬具 (Vehicles)

ソフトウェア (software)

有形固定資産計

(2)投資その他の資産

敷金 (Security Deposit)

投資その他の資産計

3 繰延資産 (Deferred Assets)
繰延資産計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部
1 流動負債 (Current Liabilities)
未払金 (Accounts Payable)

未払消費税 (Consu"tion Tax Payttle)

未払法人税等 (Income tax payable)

流 動 負 債 合 計

負 債 合 計

正 味 財 産

234,834

53,368,956

40,035

6,426,824

594,000

53,643,825

63 3 649

023 934

9,660,824

7,020,824

2,640,000

2,640,000

0

4,953,934

70,000

5,023,934

58,280,715



書式第 18号 (法第 28条関係)

令和 5年度年間役員名簿 (前事業年底において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

畳
=土
宣」活動法人 Hands On Tはり

1 1確認事項 (法第 20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)
役員について、親族の規定に違反していません。 (法第21条関係)
以

各

□

□

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏   名

1 ◎事・監事
      

  

令和 5年 1月 1日

令和 5年 10月 17日

年  月  日

年  月  日
セオ ドル・シ

ー・ガイル ド

2 ③事・監事
アメミヤ ヒロシ 令和 5年 1月 1日

令和 5年 10月 17日

年

年

月

月

日

日雨宮 寛

3 ⑪事・監事
令和 5年 1月 1日

令和 5年 10月 17日

年

年

月

月

日

日クオ ポール

4 ◎事・監事
タカギ サチコ 令和 5年 1月 1日

令和 5年 10月 17日

年

年

月

月

日

日高木 幸子

5 ◎事・監事
 

令和 5年 1月 1日

令和 5年 10月 17日

年  月  日

年  月  日

ディビッドソ
ン・マーク・ジ
ョン

6 ①事・監事
^^+ trt- 令和 5年 1月 1日

令和 5年 12月 31日

年 月

月

日

日年鈴木 栄

7 ③事。監事
イノウエ マサオ 令和 5年 1月 1日

令和 5年 10月 17日

年  月 日

日年  月井上 雅雄

8 ① 事 。監事

令和 5年 1月 1日

令和 5年 12月 31日

年

年

月   日

月   日

=lV . 4 s-7.t\
*.f:/.,,.t

)v,\)v A

9 ◎事・監事
ナベ サトシ 令和 5年 1月 1日

令和 5年 10月 17日

年

年

月

月

日

日那部 智史

10 ① 事 。監事

マサキ アヤ
令和 5年 1月 1日

令和 5年 12月 31日

年

年

月

月

日

日正木 文

事 業 報 告 用



書式第 18号 (法第 28条関係)

業 報

11 ⑪事・監事
サガラ チサ 令和 5年 1月 1日

令和 5年 12月 31日

年  月  日

年  月  日相良 知佐
ヨネクラセイイチロ

米倉 誠一郎

令和 5年 1月 1日 年

　

年

月

　

月

12 0事 。監事
令和 5年 10月 17日

ランド・ジェイ
ン・ポール 令和 5年 1月 1日 年

月

　

月

13 ③ 事・監事 HYLAND JASON

PAUL
令和 5年 10月 17日 年

, i -)/, ?.a:

JONES MAΥUMI   令和 5年 1月 1日 年
月

　

月

14 ◎事。監事
(ジ ョーンズ    令和 5年 10月 17日 年

真弓)

15 ③事・監事 ,> .7r)/ .

f-Y . V -.1

   

 

令和 5年 9月 11日

令和 5年 12月 31日

年

年

月

　

月

日

・
　

【ロ

アグニ マサキ 令和 5年 1月 1日

令和 5年 12月 31日

年

年

月

　

月

16 理事・0事
粟国 正樹

ヤマガミ アサコ 令和 5年 1月 1日 年

年

月

　

月
17 理事・③事

山神 麻子 令和 5年 12月 31日



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係)
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

令和 5年 12月 31日 現在

襲卜申」L」曽瀾|ヨ:重hゝ去人 Hands 0n Tokvo

氏   名

セオドル・シー・ガイル1        

2
あめ,や  ひろし
雨宮  寛

 

3 クオ ポール

4
たかざ  さらこ
高木 幸子

5
ディビッドソン・マーク・
ジョン

6 ぶ栞 業

7 :,「王 灌羅

B
コル・イェスパー・ヤン・

ウィルヘルム

永蔀堵貞9

10
ま さ き

正木
あや

文

11

12

ぱ貞茄住

菜誉顎
t土

負i



13
′ヽイランド ジェインン ポール
HYLANI)JASON PAUL

14
JONES MAΥ UMIまゆみ
(ジョーンズ 真弓)       

15 範 誦

16 薔祥 簾字  

17
,Y . VrY - 72:z .

     




